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坊
恭
寿
会
長（
神

戸
市
）は
３
月
８
日
、

金
沢
市
を
訪
れ
、令

和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
対
す
る
義
援

金
目
録
を
贈
呈
し
た
。

同
義
援
金
は
、坊
会

長
、金
厚
有
豊
北
信

越
市
議
会
議
長
会
会
長

（
富
山
市
）と
の
連
名

で
全
国
の
市
区
議
会
に

呼
び
か
け
た
も
の
。

義
援
金
総
額
は
3

月
8
日
現
在
、１
億
８

７
１
万
７
５
０
９
円
と

な
っ
て
い
る
が
、一
部
の

市
で
家
屋
被
害
の
状
況
が
確

定
し
て
お
ら
ず
、配
分
比
率
を

決
め
る
デ
ー
タ
が
整
っ
て
い

な
い
状
況
の
中
、迅
速
に
義
援

金
を
届
け
る
た
め
、本
会
及
び

北
信
越
議
長
会
で
決
め
た
基

準
に
基
づ
き
、５
０
０
０
万
円

を
第
一
次
配
分
と
し
て
石
川
、

富
山
、新
潟
、福
井
各
県
議
長

会
に
送
金
す
る
こ
と
に
し
た
。

過
不
足
分
は
第
二
次
配
分
で

調
整
す
る
。

贈
呈
に
際
し
坊
会
長
は
、

「
被
災
地
で
は
イ
ン
フ
ラ
復
旧
、

坊
会
長
は
翌
9
日
、
金
厚

会
長
、高
会
長
と
と
も
に
、特

に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
珠

左から金厚北信越議長会会長、坊本会会長、高石川県
議長会会長、上田雅大金沢市議会副議長

洲
市
、
輪
島
市
、
七
尾
市
を

訪
問
。
地
震
の
爪
跡
を
残
す

現
場
を
視
察
し
、
現
地
の
正

副
議
長
や
市
長
、
自
治
体
職

員
か
ら
説
明
を
聴
い
た
。
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海
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長野県

石
川
県

災 害 義 援 金 目 録 を 贈 呈 

倒
壊
家
屋
の
撤
去
な
ど
諸
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、多
く
の

住
民
が
不
自
由
な
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。義
援
金

が
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
る
の
で

あ
れ
ば
、こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ

と
は
な
い
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
金
厚
会
長
が
「
非

常
に
多
く
の
金
額
を
集
め
て

い
た
だ
い
た
全
国
の
市
区
議

会
に
非
常
に
感
謝
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

義
援
金
目
録
を
受
け
取
っ

た
高
誠
石
川
県
市
議
会
議
長

会
会
長（
金
沢
市
）は
、発
災
直

後
か
ら
全
国
か
ら
の
人
的
・

物
資
の
支
援
を
は
じ
め
、義

援
金
に
対
し
て
御
礼
の
言
葉

を
述
べ
る
と
と
も
に
「
能
登

は
必
ず
復
興
す
る
」
と
の
想

い
を
胸
に
「
オ
ー
ル
石
川
の

取
組
を
も
っ
て
復
旧
・
復
興

を
進
め
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

当
日
は
、
同
地
震
に
お
け

る
金
沢
市
の
対
応
に
つ
い

て
、
同
市
危
機
管
理
課
か
ら

説
明
を
聴
い
た
。

本
会
は
被
災
地
の
声
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
政
府
へ
の

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

近
く
、
視
察
の
概
要
を
お

伝
え
す
る
。

被災した日本三大朝市の「輪島朝市通り」（輪島市）

一本杉通りの国登録有形文化財が損壊（七尾市）

珠洲市
能登半島地震 珠洲　輪島  七尾被災地を視察

地震で崩落した能登のシンボル見附島（珠洲市）

― 

珠
洲 

輪
島 

七
尾

現
地
視
察
へ
―

https://www.si-gichokai.jp
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大
規
模
災
害
・
感
染
ま
ん
延
時

政
府
は
３
月
１
日
、
大
規
模
な
災
害
や
感
染
症
の
ま
ん
延
な
ど
に
よ
り
、
国
民
の
安
全

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に
お
け
る
国
の
補
充
的
指
示
を
規
定
す
る
特
例
を
盛
り
込

ん
だ
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出
し
た
。

国
の
指
示
権
を
特
例
的
に
規
定

同
法
改
正
案
は
、
第
33
次

地
方
制
度
調
査
会
が
昨
年
12

月
に
ま
と
め
た
「
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
経
済
社
会
に
対
応
す

る
地
方
制
度
の
あ
り
方
に
関

す
る
答
申
」
を
踏
ま
え
て
国

会
提
出
に
至
っ
た
も
の
。

① 情報システムの適正な利用等
・地方公共団体は、事務の種類・内容に応じ、情報システムを有
効に利用するとともに、他の地方公共団体又は国と協力し、そ
の利用の最適化を図るよう努めることとする。
・地方公共団体は、サイバーセキュリティの確保の方針を定め、
必要な措置を講じることとする。総務大臣は、当該方針の策定
等について指針を示すこととする。

② 公金の収納事務のデジタル化
eLTAXを用いて納付するものとして長が指定する公金（地方
税以外）の収納事務を、地方公共団体が地方税共同機構に行
わせるための規定を整備する。

１．DXの進展を踏まえた対応

３．大規模な災害、感染症のまん延その他その及ぼす
被害の程度においてこれらに類する国民の安全
に重大な影響を及ぼす事態における特例

現行の国と地方公共団体との関係等の章とは別に新たな
章を設け、特例を規定する。
① 国による地方公共団体への資料又は意見の提出の求め
事態対処の基本方針の検討等のため、国は、地方公共団体に
対し、資料又は意見の提出を求めることを可能とする。

② 国の地方公共団体に対する補充的な指示
適切な要件・手続のもと、国は、地方公共団体に対し、その事
務処理について国民の生命等の保護を的確かつ迅速に実施する
ため講ずべき措置に関し、必要な指示ができることとする。
【要件】	 個別法の規定では想定されていない事態のため個別法の指示が

行使できず、国民の生命等の保護のために特に必要な場合（事
態が全国規模、局所的でも被害が甚大である場合等、事態の規模・
態様等を勘案して判断）

【手続】	 閣議決定
③ 都道府県の事務処理と規模等に応じて市町村（保健所設

置市区等）が処理する事務の処理との調整
国民の生命等の保護のため、国の指示により、都道府県が保
健所設置市区等との事務処理の調整を行うこととする。

④ 地方公共団体相互間の応援又は職員派遣に係る国の役割
国による応援の要求・指示、職員派遣のあっせん等を可能とす
るとする。

地域住民の生活サービスの提供に資する活動を行う団体を市町
村長が指定できることとし、指定を受けた団体への支援、関連す
る活動との調整等に係る規定を整備する。

２．地域の多様な主体の連携及び協働の推進

○第３３次地方制度調査会「ポストコロナの経済社会に対応
する地方制度のあり方に関する答申」（令和５年１２月２１日）
を踏まえ、以下の改正を行う。

地方自治法の一部を改正する法律案の概要

【施行期日】１①、２及び３：公布の日から起算して３月を経過した日
	 	 （１①の一部は令和８年４月１日）

１②	 ：公布の日から起算して２年６月を超えない
範囲内において政令で定める日

本
会
は
同
調
査
会
小
委
員

会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、大
規
模

災
害
や
感
染
症
の
ま
ん
延
な

ど
に
よ
り
、
国
民
の
安
全
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態

が
発
生
し
た
際
の
国
の
指
示

権
に
つ
い
て
、現
行
の
個
別
法

で
は
的
確
に
対
応
で
き
な
い

場
合
に
備
え
て
、予
め
国
と
地

方
公
共
団
体
、地
方
公
共
団
体

間
の
関
係
に
一
定
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
こ
と
の
合
理
性
に

つ
い
て
理
解
を
示
す
一
方
、非

平
時
に
お
け
る
国
の
地
方
公

共
団
体
に
対
す
る
指
示
権
は
、

地
方
公
共
団
体
の
自
主
性・自

立
性
と
抵
触
す
る
た
め
、
そ

の
発
動
の
要
件
を
厳
格
に
規

定
し
、
発
動
す
る
際
に
は
関

係
す
る
地
方
公
共
団
体
と
の

協
議
や
意
見
聴
取
の
手
続
を

設
け
る
な
ど
、
緊
急
性
と
適

正
手
続
の
双
方
に
目
配
り
を

し
た
仕
組
み
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
た
（

 

関
連
記
事
）。

松
本
総
務
大
臣
は
閣
議
後

記
者
会
見
で
「
補
充
的
な
指

示
に
つ
い
て
は
分
権
改
革
に

よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
国
と
地

方
の
関
係
の
一
般
ル
ー
ル
を

尊
重
し
た
上
で
、
国
民
の
生

命
等
を
保
護
す
る
た
め
に
国

と
地
方
を
通
じ
た
的
確
・
迅

速
な
対
応
を
必
要
な
限
度
で

可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
の
考
え
を
示
し
、「
そ
の

趣
旨
や
内
容
に
つ
い
て
は
丁

寧
に
説
明
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。
な
お
、
指
示
権
発
動

の
要
件
と
し
て
、
個
別
法
の

規
定
で
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
事
態
の
た
め
個
別
法
の
指

示
が
行
使
で
き
ず
、
国
民
の

生
命
等
の
保
護
の
た
め
に
特

に
必
要
な
場
合
に
限
る
と
し
、

手
続
に
は
閣
議
決
定
を
経
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

改
正
案
で
は
こ
の
ほ
か
、

Ｄ
Ｘ
の
進
展
を
踏
ま
え
た
対

応
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体

が
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

確
保
を
目
的
と
し
た
方
針
を

定
め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
、
総

務
大
臣
は
方
針
の
策
定
等
に

つ
い
て
指
針
を
示
す
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、地
域
の
多
様
な
主
体

の
連
携
及
び
協
働
の
推
進
と

し
て
、地
域
住
民
の
生
活
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
資
す
る
活
動

を
行
う
団
体
を
市
町
村
長
が

指
定
で
き
る
も
の
と
し
、指
定

を
受
け
た
団
体
へ
の
支
援
、関

連
す
る
活
動
と
の
調
整
等
に

係
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

※
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
の
概
要
＝
左
上
掲 

改正地方自治法改正地方自治法
国会提出国会提出

東
日
本
大
震
災
か

ら
13
年
が
経
過
し
た

令
和
６
年
３
月
11
日
、

各
地
で
東
日
本
大
震

災
追
悼
式
が
開
催
さ

れ
た
。

福
島
県
主
催
の

「
東
日
本
大
震
災
追

悼
復
興
祈
念
式
」
に

は
岸
田
文
雄
首
相
が

出
席
し
、
哀
悼
の
意

を
捧
げ
、
「
政
府
に
お

い
て
も
、
震
災
の
大
き

な
犠
牲
の
上
に
得
ら
れ

た
教
訓
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
能
登
半
島

地
震
を
始
め
と
す
る
自

然
災
害
へ
の
対
応
に
活

か
し
、
災
害
に
強
い
国

づ
く
り
を
進
め
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

東 日 本 大 震 災
各地で追悼式開催3.11

https://www.si-gichokai.jp/syun/r05/__icsFiles/afieldfile/2023/10/16/junpou2242.pdf
https://www.si-gichokai.jp/syun/r05/__icsFiles/afieldfile/2023/10/16/junpou2242.pdf
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新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
地

域
福
祉
推
進
支
援
臨
時
特
例

交
付
金
」
は
、
石
川
県
内
の

６
自
治
体
（
石
川
県
七
尾
市
、

輪
島
市
、
珠
洲
市
、
志
賀
町
、

穴
水
町
、能
登
町
）で
住
宅
が

半
壊
以
上
に
な
っ
た
世
帯
の

う
ち
、
高
齢
者
や
障
害
者
が

い
る
世
帯
に
加
え
、
被
災
に

よ
り
離
職
・
廃
業
し
た
人
が

い
る
世
帯
や
住
民
税
非
課
税

世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
自
動

車
を
含
め
た
家
財
等
の
購
入

支
援
と
し
て
最
大
１
０
０
万

円
、
住
宅
再
建
支
援
に
最
大

２
０
０
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。

既
に
適
用
さ
れ
て
い
る
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基

づ
く
支
援
（
最
大
３
０
０
万

円
）
と
合
計
す
る
と
支
援
額

は
最
大
で
６
０
０
万
円
と
な

り
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
な

ど
が
一
層
推
進
さ
れ
る
。

石
川
県
は
、
住
宅
が
半

壊
以
上
の
給
与
収
入
の
み
の

世
帯
（
年
収
６
０
０
万
円
以

下
）、子
育
て
世
帯
な
ど
を
対

象
に
、
住
宅
の
再
建
に
利
用

す
る
住
宅
融
資
の
金
利
負
担

分
に
つ
い
て
最
大
３
０
０
万

円
の
助
成
金
を
支
給
す
る

「
自
宅
再
建
利
子
助
成
事
業
」

を
実
施
す
る
と
し
た
。

６
自
治
体
の
被
災
者
は
、

特
例
交
付
金
と
利
子
助
成
事

業
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
、

支
援
を
受
け
る
事
が
で
き
る
。

予
備
費
１
１
６
７
億
円
支
出

住
宅
再
建
支
援
へ
新
た
な
交
付
金

能登半島地震
被災地支援

政
府
は
３
月
１
日
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
支
援
加
速
の
た
め
、
令
和
５
年
度
予
算
の
予
備
費
か
ら

１
１
６
７
億
円
を
追
加
支
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
住
宅
再
建
支
援
の
た
め
の
「
地
域
福
祉
推
進

支
援
臨
時
特
例
交
付
金
」
の
支
給
や
公
共
施
設
等
イ
ン
フ

ラ
の
復
旧
、
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

地
域
福
祉
推
進
支
援

臨
時
特
例
交
付
金

１
１
６
７
億
円
の
内
訳

は
、
▽
応
急
仮
設
住
宅
の
供

与
等
１
５
８
億
円
▽
地
域

福
祉
推
進
支
援
臨
時
特
例

交
付
金
（
新
た
な
交
付
金

制
度
）
61
億
円
▽
災
害
廃
棄

物
処
理
８
億
円
▽
公
共
土
木

施
設
、
公
共
施
設
の
復
旧
等

９
２
８
億
円
（
う
ち
国
土
交

通
省
分
８
２
９
億
円
、
農
林

水
産
省
分
63
億
円
）
▽
空
港

施
設
の
復
旧
12
億
円
―
と

な
っ
て
い
る
。

政
府
に
よ
る
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援

の
た
め
の
令
和
５
年
度
予
備

費
の
支
出
は
今
回
で
３
回
目

と
な
り
、前
回
、前
々
回
と
合

計
で
２
７
６
７
億
円
と
な
っ

た
。

▽
御
坊
市
（
和
歌
山
県
）

〒
６
４
４
―
８
６
８
６

御
坊
市
薗
３
５
０
―
２

電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

※
住
所
変
更
は
４
月
１
日
か
ら

議
場
は
災
害
時
の
一
時
避

難
場
所
と
し
て
も
使
用
可
能

で
、
内
壁
は
市
に
所
在
す
る

本
願
寺
日
高
別
院
の
イ
チ
ョ

ウ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

新
庁
舎
落
成御坊市役所新庁舎

（写真提供＝御坊市）
議場
（同左）

石
川
県

石
川
県

住
宅
融
資
へ
助
成

住
宅
融
資
へ
助
成

対象世帯 支　援
・給与収入のみの
  世帯（600万円以下）
・子育て世帯　  など

・住宅融資の金利負担
　最大300万円を助成
※子育て世帯は所得制限なし

自宅再建利子助成事業（概要）

地域福祉推進支援臨時特例交付金（概要）
対象世帯 支　援

・高齢者や障害者が
  いる世帯
・住民税非課税世帯

など

・自動車、家財
　　最大100万円
・住宅再建支援
　　最大200万円

合計
最大
300万円

議
会
人
事

▼
副
議
長

▽
名
取	

大
泉
徳
子（
2・1
）

▽
戸
田	

浅
生
和
英（
2・5
）

▽
下
呂	

今
井
政
良（
2・7
）

▽
亀
岡	

浅
田
晴
彦（
2・7
）

▽
吉
川	

小
野　
潔（
2・8
）

▽
茨
木	

稲
葉
通
宣（
2・8
）

▽
都
城	

音
堅
良
一（
2・9
）

▽
指
宿	

山
本
敏
勝（
2・13
）

▽
取
手	

石
井
め
ぐ
み（
2・15
）

▽
潮
来	

飯
田
幸
弘（
2・15
）

▽
焼
津	

内
田
修
司（
2・15
）

▽
御
殿
場	

永
井
誠
一（
2・15
）

▽
松
浦	

武
部
周
清（
2・15
）

▽
西
条	

越
智
俊
幸（
2・16
）

▽
高
島	

早
川
康
生（
2・19
）

▽
今
治	

達
川
雄
一
郎（
2・20
）

▽
西
之
表	

下
川
和
博（
2・20
）

▽
江
東	

小
嶋
和
芳（
2・21
）

▽
津	

吉
田
博
康（
2・21
）

▽
志
布
志	

小
辻
一
海（
2・21
）

▽
町
田	

山
下
て
つ
や（
2・22
）

▽
瑞
浪	

奥
村
一
仁（
2・22
）

▽
三
豊	

金
子
辰
男（
2・22
）

▽
大
野	

白
﨑
貴
之（
2・26
）

▽
日
野

	

ち
か
ざ
わ
美
樹（
2・26
）

▽
本
庄	

山
口　
豊（
2・26
）

▽
香
取	

根
本
義
郎（
2・26
）

▽
白
山	

澤
田
昌
幸（
2・27
）

▽
各
務
原	

指
宿
真
弓（
2・27
）

▼
事
務
局
長

▽
福
岡	

八
木
智
昭（
2・1
）

【
令
和
５
年
】

▼
議
長

▽
大
田
原	

菊
池
久
光（
12・11
）

▼
副
議
長

▽
大
田
原	

中
川
雅
之（
12・11
）

▽
金
沢	

上
田
雅
大（
12・15
）

▽
七
尾	

西
川
英
伸（
12・15
）

【
令
和
６
年
】

▼
議
長

▽
戸
田	

石
川
清
明（
2・5
）

▽
下
呂	

中
島
ゆ
き
子（
2・7
）

▽
吉
川	

稲
葉
剛
治（
2・8
）

▽
茨
木	

長
谷
川
浩（
2・8
）

▽
都
城	

神
脇
清
照（
2・9
）

▽
指
宿	

西
森
三
義（
2・13
）

▽
取
手	

岩
澤　
信（
2・15
）

▽
潮
来	

小
峰　
進（
2・15
）

▽
御
殿
場	

中
島
宏
明（
2・15
）

▽
松
浦	

宮
本
啓
史（
2・15
）

▽
西
条	

楠　
　
學（
2・16
）

▽
高
島	

廣
本
昌
久（
2・19
）

▽
今
治	

藤
原
秀
博（
2・20
）

▽
津	

青
山
昇
武（
2・21
）

▽
志
布
志	

福
重
彰
史（
2・21
）

▽
町
田	
木
目
田
英
男（
2・22
）

▽
瑞
浪	
成
瀬
徳
夫（
2・22
）

▽
三
豊	
丸
戸
研
二（
2・22
）

▽
日
野	
奥
住
匡
人（
2・26
）

▽
本
庄　
粳
田
平
一
郎（
2・26
）

▽
香
取	

河
野
節
子（
2・26
）

▽
境
港	

永
井　
章（
2・26
）

▽
各
務
原	

川
嶋
一
生（
2・27
）



（4）令和 6年 3月 15日号第 2257・8号 全 国 市 議 会 旬 報

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
８
万
７
９
７
９
人

（
令
和
６
年
１
月
31
日
）

▽
面
積　
４
７
１・51
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
戦
国
時
代

か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け

台
頭
し
た
武
将
、
小
早
川
隆

景
に
よ
り
１
５
６
７
年
に
築

城
さ
れ
た
三
原
城
の
も
と
、

城
下
町
と
し
て
繁
栄
し
た
。

明
治
期
以
降
、
帝
人
や
三
菱

重
工
業
等
大
工
場
の
立
地
に

よ
り
、
近
代
工
業
都
市
と
し

て
発
展
。
平
成
17
年
に
三
原

市
、
本
郷
町
、
久
井
町
、
大

和
町
の
１
市
３
町
の
合
併
に

よ
り
、
広
島
空
港
や
山
陽
新

幹
線
、
重
要
港
湾
尾
道
糸
崎

港
を
要
す
る
陸
海
空
の
交
通

の
要
衝
の
ま
ち
と
し
て
、
あ

ら
た
に
誕
生
し
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル　

三
原
市
の

「
三
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、ラ
イ

ト
ブ
ル
ー
は
雄
大
な
大
空
を
、

グ
リ
ー
ン
は
山
々
や
豊
か
な

大
地
を
、
ブ
ル
ー
は
瀬
戸
内

の
青
い
海
を
、
三
つ
の
円
は
、

波
し
ぶ
き
の
よ
う
に
飛
躍
す

る
姿
を
表
し
て
い
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

25
人
（
現

在・男
性
22
人
、
女
性
３
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
３
年
４

月
４
日　
立
候
補
28
人
、
投

票
率
50・39
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
従
来

か
ら
の
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
よ
る
本
会
議
中
継
に
加

え
、
本
会
議
及
び
委
員
会
の

様
子
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

ラ
イ
ブ
配
信
し
て
い
る
。
ま

た
、
聞
こ
え
な
い
人
、
聞
こ

え
に
く
い
人
に
も
本
会
議
を

傍
聴
し
易
く
す
る
た
め
、
手

備後路に春を告げる「三原神明市」
（写真提供＝三原市）

本
市
議
会
で
は
、
執
行
機

関
に
対
す
る
監
視
機
能
に
加

え
政
策
を
立
案
す
る
機
能
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
、
令
和

２
年
度
以
降
、
常
任
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
政
策
提
言

を
行
っ
て
お
り
、
議
会
と
し

て
の
機
能
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
付
託
議
案
審
査
に
当

た
っ
て
は
、
事
前
に
議
員
間

討
議
に
よ
る
論
点
整
理
を
行

い
審
査
に
臨
む
な
ど
、
ポ
イ

ン
ト
を
押
さ
え
た
効
果
的
な

審
査
を
行
う
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
導
入
に
よ
る
紙
資
料
の

削
減
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

委
員
会
運
営
の
仕
組
み
を
構

築
す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

議
長
の
話

議
長
の
話

三

原

市

第20回第20回

話
通
訳
者
を
配
置
す
る
仕
組

み
を
整
備
し
た
。

委
員
長
市

空
き
家
・
空
き
地
特
委

紹
介

岡
おかもと

本純
じゅんしょう

祥議長

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
３
７
６
万
６
７
１

８
人（
令
和
６
年
２
月
１
日
）

▽
面
積　
４
３
８・01
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
安
政
６
年

（
１
８
５
９
年
）に
開
港
。
明

治
22
年
に
市
制
が
敷
か
れ

る
。
大
正
12
年
の
関
東
大
震

災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
る
も
、
市
民
の
懸
命
な
努

力
に
よ
り
６
年
後
に
は
ほ
ぼ

全
面
復
旧
。
昭
和
２
年
に
区

制
を
施
行
（
当
初
５
区
、
現

在
18
区
）。
同
31
年
に
政
令

指
定
都
市
と
な
り
、
そ
の
約

10
年
後
に
は
、
み
な
と
み
ら

い
21
地
区
の
開
発
や
横
浜
ベ

イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
建
設
を
は
じ

め
と
し
た
横
浜
六
大
事
業
に

順
次
着
手
。
平
成
元
年
に
市

政
１
０
０
周
年
。
今
後
、
令

和
７
年
に
第
９
回
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議
を
、
同
９
年
に

２
０
２
７
横
浜
国
際
園
芸
博

覧
会
を
開
催
予
定
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
明
治
42
年
の

開
港
50
周
年
を
記
念
し
て
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
、
ハ
マ
の

２
字
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

が
採
用
さ
れ
た
。
同
年
に
制

定
さ
れ
た
市
歌
は
森
鴎
外
が

作
詞
し
、
市
民
に
歌
い
継
が

れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
花

は
「
バ
ラ
」。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

86
人
（
現

在・男
性
64
人
、
女
性
22
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
５
年
４

月
９
日　
立
候
補
１
３
８
人
、

投
票
率
42・83
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
令
和

２
年
６
月
に
新
庁
舎
へ
移
転
。

本
会
議
場
に
、
電
子
採
決
シ

ス
テ
ム
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
音
声

認
識
シ
ス
テ
ム
や
親

子
傍
聴
室
等
を
導
入
。

ま
た
、
電
子
機
器
の

活
用
方
針
や
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
委
員
会

開
催
の
取
扱
い
を
審

議
す
る
等
、効
率
的・

横
浜
と
い
え
ば
、
港
の
風

景
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

横
浜
港
は
開
港
以
来
１
６
０

年
以
上
に
わ
た
り
、
貿
易
立

国
日
本
の
物
流
と
生
産
の
拠

点
と
し
て
、
日
本
経
済
及
び

横
浜
の
発
展
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
一

方
で
、
郊
外
部
に
は
里
山
の

景
観
も
残
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
緑
地
を
「
緑
の
10
大

拠
点
」
と
位
置
づ
け
、保
全・

活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
拠
点
の
一
つ
「
上
瀬
谷
」

に
お
い
て
、
２
０
２
７
年
に

国
際
園
芸
博
覧
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
横
浜
へ
お
越

し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
横

浜
市
会
へ
も
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

横

浜

市

第19回第19回

効
果
的
な
議
会
運
営
と
市
民

に
分
か
り
や
す
い
開
か
れ
た

市
会
に
向
け
た
取
組
を
進
め

て
い
る
。

委
員
長
市

国
と
地
方
特
委

紹
介

（写真提供＝横浜市）

瀬
せ の ま

之間康
やすひろ

浩議長


